








新生児期から乳児期にかけての外科疾患の治療成績は,この 20年間に著しく向上した。こ

れには多くの因子の寄与があったが,なかでも栄養管理の進歩は,呼吸管理の進歩とともに,

この 10 年間の双壁である。すなわち,この両因子によって,この時期の外科治療は,適応の

拡大と治療成績の向上に画期的躍進をみた｡我々は,1969 年,完全静脈栄養乳児例をはじめ

て経験して以来,経静脈栄養による新生児期から乳児期にかけての栄養管理について,種々

の角度から検索をおこない,その改良,発展に微力を尽して来た。今回は,我々の最近の検索

知見 2)～10)を総括し,新生児期から乳児期にかけての外科治療における経静脈栄養の役

割と問題点について報告する｡ 


